
(57)【要約】

　

【課題】支柱管と横管とが連結されてなる足場骨組みの

継手構造であって、支柱管と横管との締結時および解体

時において、騒音を伴うハンマー等による打撃を不要と

しつつ、下からの強風下においても支柱管から横管が外

れることのないより安全確実な締結状態が得られ、かつ

作業性に優れた足場骨組みの継手構造を提供する。

【解決手段】支柱管１１は、支柱管本体１２と、その外

面に設けられた上方向にすぼまる差込み突子１８とを備

え、横管２１は、横管本体２２と、その両端部にそれぞ

れ設けられ差込み突子１８に嵌合する受け孔２８とを備

え、さらに、横管本体２２の外面下部に、手動ハンドル

２４が略水平面内で回転可能に設けられ、差込み突子１

８に受け孔２８を嵌合した状態において、ハンドル操作

により手動ハンドル２４の先端部が差込み突子１８の下

端部に係止されるように構成する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 柱 管 と 横 管 と が 連 結 さ れ て な る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 支 柱 管 は 、 支 柱 管 本 体 と 、 こ の 支 柱 管 本 体 の 外 面 に 設 け ら れ た 支 柱 管 側 連 結 手 段 と
を 備 え 、
　 前 記 横 管 は 、 横 管 本 体 と 、 こ の 横 管 本 体 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 支 柱 管 側 連
結 手 段 に そ の 上 方 か ら 差 し 込 む こ と に よ り 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 横 管 側 連 結 手 段 と を
備 え 、
　 さ ら に 、 前 記 横 管 本 体 の 外 面 下 部 に 、 手 動 ハ ン ド ル が 略 水 平 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ
、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 に 前 記 横 管 側 連 結 手 段 を 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、 ハ ン ド ル 操 作 に
よ り 前 記 手 動 ハ ン ド ル の 先 端 部 が 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 の 下 端 部 に 係 止 さ れ る よ う に 構 成
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 支 柱 管 と 横 管 と が 連 結 さ れ て な る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 支 柱 管 は 、 支 柱 管 本 体 と 、 こ の 支 柱 管 本 体 の 外 面 に 設 け ら れ た 支 柱 管 側 連 結 手 段 と
を 備 え 、
　 前 記 横 管 は 、 横 管 本 体 と 、 こ の 横 管 本 体 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 支 柱 管 側 連
結 手 段 に そ の 上 方 か ら 差 し 込 む こ と に よ り 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 横 管 側 連 結 手 段 と を
備 え 、
　 さ ら に 、 前 記 横 管 本 体 の 外 面 に 略 垂 直 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手
段 の 下 端 部 に 係 止 す る 鉤 部 を 先 端 部 に 有 す る 少 な く と も １ つ の カ ム を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 に 前 記 横 管 側 連 結 手 段 を 嵌 合 さ せ た と き に 、 前 記 鉤 部 を
前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 の 下 端 部 に 係 止 さ せ る 方 向 に 付 勢 す る バ ネ を 備 え た 請 求 項 ２ に 記 載
の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 は 、 下 方 向 に 狭 ま る ソ ケ ッ ト で あ り 、 前 記 横 管 側 連 結 手 段 は 、 前
記 ソ ケ ッ ト に 嵌 合 す る 楔 部 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 足 場 骨 組 み の 継 手
構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 は 、 上 方 向 に す ぼ ま る 差 込 み 突 子 で あ り 、 前 記 横 管 側 連 結 手 段 は
、 前 記 差 込 み 突 子 に 嵌 合 す る 受 け 孔 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 足 場 骨 組
み の 継 手 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 工 事 等 に 用 い ら れ る 仮 設 足 場 の 骨 組 み 構 造 に お け る 継 手 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 建 築 工 事 用 の 仮 設 足 場 は 、 金 属 パ イ プ 等 か ら な る 支 柱 管 と 横 管 と を 連 結 し て 骨
組 み を 構 築 し 、 こ の 骨 組 み の 所 要 箇 所 に 足 場 板 を 渡 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 組 立 お よ び 解 体 の 作 業 性 に 優 れ た 足 場 骨 組 み 部 材 と し て 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す
よ う に 、 支 柱 管 本 体 １ １ ２ の 外 周 面 に ４ つ の テ ー パ 状 の ソ ケ ッ ト １ １ ３ を 溶 接 付 け し て な
る 支 柱 管 １ １ １ と 、 横 管 本 体 １ ２ ２ の 両 端 部 に 前 記 ソ ケ ッ ト １ １ ３ に 嵌 合 す る 下 向 き の 楔
部 １ ２ ３ を 形 成 し て な る 横 管 １ ２ １ と の 組 み 合 わ せ が 多 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ ， ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 組 合 せ は 、 支 柱 管 １ １ １ の ソ ケ ッ ト １ １ ３ に 横 管 １ ２ １ の 楔 部 １ ２ ３ を 単 に 抜 き 差
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し す る だ け で よ い た め 、 簡 便 で 極 め て 作 業 性 に 優 れ る も の で あ る が 、 以 下 の 問 題 点 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 支 柱 管 １ １ １ と 横 管 １ ２ １ の 締 結 時 （ 組 立 時 ） に お い て は 、 楔 部 １ ２ ３ を ソ
ケ ッ ト １ １ ３ の で き る だ け 奥 ま で 差 し 込 ん で 容 易 に 抜 け な い よ う に す る た め に 、 楔 部 １ ２
３ の 上 部 を ハ ン マ ー 等 で 叩 い て 打 ち 込 む こ と が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 解 体 時 に お い て も 、
ソ ケ ッ ト １ １ ３ に 強 く 喰 い 込 ん だ 楔 部 １ ２ ３ を 抜 く た め に 、 横 管 本 体 １ ２ ２ の 下 部 を ハ ン
マ ー 等 で 叩 い て 外 す こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の た め 、 足 場 骨 組 み の 組 立 時 お よ び 解 体 時 に
騒 音 が 発 生 す る こ と か ら 、 施 工 場 所 や 作 業 時 間 な ど が 大 幅 に 制 限 さ れ る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 締 結 時 に ハ ン マ ー 等 に よ る 打 込 み が 十 分 で な い と 、 例 え ば 下 か ら の 強 風 な ど に よ
り 足 場 板 が 浮 き 上 が り 、 そ れ に つ ら れ て 楔 部 １ ２ ３ が ソ ケ ッ ト １ １ ３ か ら 抜 け て し ま う 危
険 性 が あ る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 上 記 の よ う な 騒 音 を 伴 う 作 業 を 行 う こ と な く 、 足 場 骨 組 み 部 材 を 確 実 に 締 結 で
き る 手 段 と し て 、 長 板 状 の 抜 止 め ピ ン を 用 い る 手 段 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 可 動 ピ ン と バ ネ
の 組 合 せ か ら な る 接 続 機 構 を 用 い る 手 段 （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 前 者 の 手 段 で は 、 締 結 時 に は 長 板 状 の 抜 止 め ピ ン を 被 締 結 管 の 上 端 部 か
ら 引 き 出 し て 横 方 向 に 回 倒 す る だ け で よ い の で 騒 音 の 発 生 は な い が 、 解 体 時 に は 抜 け 止 め
ピ ン が さ び 付 く 等 し て 外 れ に く く な り 、 ハ ン マ ー 等 に よ る 打 撃 が 必 要 に な る こ と が 予 想 さ
れ 、 騒 音 を 完 全 に な く す こ と が で き な い こ と や 、 抜 け 止 め ピ ン を 操 作 す る 動 作 が 多 く 手 間
が か る た め 作 業 性 が 低 く な る こ と 等 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 後 者 の 手 段 で は 、 可 動 ピ ン を 被 締 結 管 に 設 け た 孔 に 抜 き 差 し す る だ け で よ い の で
締 結 時 、 解 体 時 と も 騒 音 の 発 生 は な い が 、 締 結 時 に は 被 締 結 管 の 孔 を 可 動 ピ ン の 位 置 に 正
確 に 合 わ せ る 必 要 が あ り 、 上 記 前 者 の 手 段 と 同 様 、 作 業 性 が 低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 組 立 て 時 お よ び 解 体 時 の 騒 音 を 防 止 し つ つ 、 確 実 な 締 結 状 態 が 得 ら れ 、 か
つ 作 業 性 に 優 れ た 締 結 手 段 は い ま だ 実 用 化 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ ０ １ ６ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ０ ７ ］ 、 図 １ ～ ４ な ど ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ ０ １ ７ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ １ ０ ］ 、 図 １ ～ ３ な ど ）
【 特 許 文 献 ３ 】 実 公 平 １ － １ ９ ６ ８ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 左 欄 ９ ～ ２ ２ 行 、 図 ３ ～ ６ な ど ）
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ８ － ８ ６ ０ ８ ７ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ２ １ ］ 、 図 １ ０ な ど ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 支 柱 管 と 横 管 と が 連 結 さ れ て な る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ っ
て 、 支 柱 管 と 横 管 と の 締 結 時 お よ び 解 体 時 に お い て 、 騒 音 を 伴 う ハ ン マ ー 等 に よ る 打 撃 を
不 要 と し つ つ 、 下 か ら の 強 風 下 に お い て も 支 柱 管 か ら 横 管 が 外 れ る こ と の な い よ り 安 全 確
実 な 締 結 状 態 が 得 ら れ 、 か つ 作 業 性 に 優 れ た 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 支 柱 管 と 横 管 と が 連 結 さ れ て な る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ
っ て 、 前 記 支 柱 管 は 、 支 柱 管 本 体 と 、 こ の 支 柱 管 本 体 の 外 面 に 設 け ら れ た 支 柱 管 側 連 結 手
段 と を 備 え 、 前 記 横 管 は 、 横 管 本 体 と 、 こ の 横 管 本 体 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記
支 柱 管 側 連 結 手 段 に そ の 上 方 か ら 差 し 込 む こ と に よ り 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 横 管 側 連
結 手 段 と を 備 え 、 さ ら に 、 前 記 横 管 本 体 の 外 面 下 部 に 、 手 動 ハ ン ド ル が 略 水 平 面 内 で 回 転
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可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 に 前 記 横 管 側 連 結 手 段 を 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、
ハ ン ド ル 操 作 に よ り 前 記 手 動 ハ ン ド ル の 先 端 部 が 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 の 下 端 部 に 係 止 さ
れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 支 柱 管 と 横 管 と が 連 結 さ れ て な る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ
っ て 、 前 記 支 柱 管 は 、 支 柱 管 本 体 と 、 こ の 支 柱 管 本 体 の 外 面 に 設 け ら れ た 支 柱 管 側 連 結 手
段 と を 備 え 、 前 記 横 管 は 、 横 管 本 体 と 、 こ の 横 管 本 体 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記
支 柱 管 側 連 結 手 段 に そ の 上 方 か ら 差 し 込 む こ と に よ り 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 横 管 側 連
結 手 段 と を 備 え 、 さ ら に 、 前 記 横 管 本 体 の 外 面 に 略 垂 直 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記
支 柱 管 側 連 結 手 段 の 下 端 部 に 係 止 す る 鉤 部 を 先 端 部 に 有 す る 少 な く と も １ つ の カ ム を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 さ ら に 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 に 前 記 横 管 側 連 結 手 段 を 嵌
合 さ せ た と き に 、 前 記 鉤 部 を 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 の 下 端 部 に 係 止 さ せ る 方 向 に 付 勢 す る
バ ネ を 備 え た 請 求 項 ２ に 記 載 の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 は 、 下 方 向 に 狭 ま る ソ ケ ッ ト で あ り 、
前 記 横 管 側 連 結 手 段 は 、 前 記 ソ ケ ッ ト に 嵌 合 す る 楔 部 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 支 柱 管 側 連 結 手 段 は 、 上 方 向 に す ぼ ま る 差 込 み 突 子 で あ
り 、 前 記 横 管 側 連 結 手 段 は 、 前 記 差 込 み 突 子 に 嵌 合 す る 受 け 孔 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 は 、 支 柱 管 の 外 面 に 設 け ら れ た 連 結 手 段 に 、 横 管 の 端 部
に 設 け ら れ た 、 手 動 ハ ン ド ル ま た は 先 端 部 が 鉤 状 に 形 成 さ れ た カ ム で 係 止 す る よ う に 構 成
し た の で 、 極 め て 作 業 性 に 優 れ る と と も に 、 締 結 時 お よ び 解 体 時 に ハ ン マ ー 等 に よ る 打 撃
を 必 要 と し な い た め 騒 音 が 発 生 せ ず 、 ま た 、 下 か ら の 強 風 下 に お い て も 支 柱 管 か ら 横 管 が
外 れ る こ と が な く 、 よ り 安 全 確 実 な 締 結 状 態 が 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
〔 実 施 形 態 １ 〕
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 の 一 例 を 図 １ に 示 す 。 （ ａ ） は 支 柱 管 、
（ ｂ ） は 横 管 、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 連 結 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 管 １ １ は 、 支 柱 管 本 体 １ ２ と 、 そ の 外 面 に ９ ０ 度 の 間 隔
で 設 け ら れ た 支 柱 管 側 連 結 手 段 と し て の 下 方 向 に 狭 ま る ４ つ の ソ ケ ッ ト １ ３ と を 備 え て い
る 。 ま た 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 横 管 ２ １ は 、 横 管 本 体 ２ ２ と 、 そ の 両 端 部 に そ れ ぞ
れ 設 け ら れ 、 ソ ケ ッ ト １ ３ に 嵌 合 す る よ う に 、 ソ ケ ッ ト １ ３ と 同 様 に 下 方 向 に 狭 ま る 横 管
側 連 結 手 段 と し て の 楔 部 ２ ３ と を 備 え て い る 。 さ ら に 、 横 管 本 体 ２ ２ の 外 面 下 部 に 、 手 動
ハ ン ド ル ２ ４ が 略 水 平 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う
に 、 ソ ケ ッ ト １ ３ に 楔 部 ２ ３ を 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、 ハ ン ド ル 操 作 に よ り 手 動 ハ ン ド ル
２ ４ の 先 端 部 ２ ４ ａ が ソ ケ ッ ト １ ３ の 下 端 部 に 係 止 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、
図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 手 動 ハ ン ド ル ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ ａ が ソ ケ ッ ト １ ３ の 下 端 部 に 係
止 さ れ や す く 、 か つ 係 止 し た 時 に し っ か り 固 定 で き る よ う に 、 先 端 部 ２ ４ ａ は 、 そ の 回 転
方 向 断 面 を 、 係 止 す る 際 の 回 転 方 向 に 向 か っ て 狭 ま る テ ー パ 状 に 形 成 し て お く の が 好 ま し
い 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-277981 A 2007.10.25



【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 実 施 形 態 ２ 〕
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 の 一 例 を 図 ２ に 示 す 。 図 （ ａ ） は 支
柱 管 、 （ ｂ ） は 横 管 、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 組 立 て 構 造 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 支 柱 管 １ １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 上 記 実 施 形 態
１ の 支 柱 管 １ １ と 共 通 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 横 管 ２ １ は 、 横 管 本 体 ２ ２ と 、 そ の 両 端
部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 ソ ケ ッ ト １ ３ に 嵌 合 す る よ う に 、 ソ ケ ッ ト １ ３ と 同 様 に 下 方 向 に
狭 ま る 横 管 側 連 結 手 段 と し て の 楔 部 ２ ３ と を 備 え て い る 点 に つ い て は 、 上 記 実 施 形 態 １ の
横 管 ２ １ と 共 通 す る 。 し か し な が ら 、 上 記 実 施 形 態 １ の 手 動 ハ ン ド ル ２ ４ に 代 え て 、 本 実
施 形 態 で は 横 管 本 体 ２ ２ の 外 面 に ソ ケ ッ ト １ ３ の 下 端 部 に 係 止 す る 鉤 部 ２ ６ を 先 端 部 に 有
す る カ ム ２ ５ が 、 横 管 本 体 ２ ２ の 軸 を 含 む 略 垂 直 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 さ ら
に 、 必 要 に 応 じ て 、 カ ム ２ ５ を 横 管 本 体 ２ ２ の 先 端 方 向 （ 前 方 ） に 付 勢 す る バ ネ ２ ７ を 取
り 付 け て お く の が 好 ま し い 。 バ ネ ２ ７ を 取 り 付 け た 場 合 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ソ ケ
ッ ト １ ３ に 楔 部 ２ ３ を 嵌 合 さ せ た と き 、 カ ム ２ ５ の 鉤 部 ２ ６ が バ ネ ２ ７ に よ り 前 方 に 付 勢
さ れ て い る の で 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 下 端 部 に 自 動 的 に 係 止 さ れ 、 よ り 効 率 的 に 組 立 て を 行 う
こ と が で き る 。 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 解 体 時 に ソ ケ ッ ト １ ３ 下 端 部 か ら カ ム ２
５ を 簡 単 に 取 り 外 せ る よ う に 、 カ ム ２ ５ の 先 端 部 近 傍 に 取 っ 手 ２ ９ を 形 成 し て お く の が 好
ま し い 。 こ の 取 っ 手 ２ ９ を 解 除 方 向 に 操 作 す る こ と で 、 バ ネ ２ ７ を 取 り 付 け た 場 合 で あ っ
て も 、 バ ネ ２ ７ の 付 勢 に 打 ち 勝 っ て カ ム ２ ５ を ソ ケ ッ ト １ ３ 下 端 部 か ら 簡 単 に 取 り 外 す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 実 施 形 態 ３ ， ４ 〕
　 上 記 実 施 形 態 １ ， ２ で は 、 支 柱 管 側 連 結 手 段 と し て の ソ ケ ッ ト １ ３ と 、 横 管 側 連 結 手 段
と し て の 楔 部 ２ ３ と の 組 合 せ を 例 示 し た が 、 図 ３ （ 実 施 形 態 ３ ） お よ び 図 ４ （ 実 施 形 態 ４
） に 示 す よ う に 、 支 柱 管 側 連 結 手 段 と し て 、 上 方 向 に す ぼ ま る 差 込 み 突 子 １ ８ を 採 用 す る
と と も に 、 横 管 側 連 結 手 段 と し て 、 差 込 み 突 子 １ ８ に 嵌 合 す る よ う に 、 差 込 み 突 子 １ ８ と
同 様 に 上 方 向 に す ぼ ま る 受 け 孔 ２ ８ を 採 用 し 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。 ま た
、 差 込 み 突 子 １ ８ に 受 け 孔 ２ ８ を 嵌 合 さ せ た と き に 、 横 管 ２ １ が 水 平 方 向 に ぐ ら 付 く の を
抑 制 す る た め に 、 横 管 本 体 ２ ２ の 端 面 ２ ２ ａ を 、 支 柱 管 本 体 １ ２ の 外 面 に 沿 う よ う に 凹 面
に 形 成 し て お く の が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ａ ） お よ び 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 差 込 み 突 子 １ ８ の 水 平 断 面 形 状 に 凹
凸 を 設 け て お く の が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 受 け 孔 ２ ８ へ の 嵌 合 時 に さ ら に し っ か り し た 締
結 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 ３ は 、 上 記 実 施 形 態 １ と 、 係 止 手 段 と し て 手 動 ハ ン ド ル ２ ４
を 用 い る 点 で 共 通 し て お り 、 そ の 構 成 お よ び 作 用 は 共 通 す る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 ４ は 、 上 記 実 施 形 態 ２ と 、 係 止 手 段 と し て 先 端 部 に 鉤 部 を 有
す る カ ム ２ ５ と 、 必 要 に 応 じ て こ の カ ム ２ ５ に 付 勢 を 与 え る バ ネ ２ ７ を 用 い る 点 で 共 通 し
、 作 用 も 共 通 す る が 、 そ の 構 成 は 少 し 異 な る の で 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 横 管 本 体 ２ ２ の 外 面 に 、 ソ ケ ッ ト
１ ３ の 下 端 部 に 係 止 す る 内 向 き の 鉤 部 ２ ６ を そ れ ぞ れ 先 端 部 に 有 す る 一 対 の カ ム ２ ５ ， ２
５ が 横 管 本 体 ２ ２ の 軸 に 直 交 す る 略 垂 直 面 内 で 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 必 要
に 応 じ て 、 双 方 の カ ム ２ ５ ， ２ ５ を そ れ ぞ れ 内 向 き に 付 勢 す る バ ネ ２ ７ ， ２ ７ を 取 り 付 け
て お く の が 好 ま し い 。 バ ネ ２ ７ を 取 り 付 け た 場 合 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ソ ケ ッ ト １
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３ に 楔 部 ２ ３ を 嵌 合 さ せ た と き 、 前 記 双 方 の カ ム ２ ５ ， ２ ５ の 鉤 部 ２ ６ ， ２ ６ が バ ネ ２ ７
， ２ ７ に よ り 内 向 き に 付 勢 さ れ て い る の で 、 と も に ソ ケ ッ ト １ ３ の 下 端 部 に 自 動 的 に 係 止
さ れ 、 よ り 効 率 的 に 組 立 て を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 解 体 時
に ソ ケ ッ ト １ ３ 下 端 部 か ら 一 対 の カ ム ２ ５ ， ２ ５ を 簡 単 に 取 り 外 せ る よ う に 、 双 方 の カ ム
２ ５ ， ２ ５ の 取 り 付 け 部 近 傍 に そ れ ぞ れ 取 っ 手 ２ ９ を 形 成 し て お く の が 好 ま し い 。 こ れ ら
の 取 っ 手 ２ ９ を 解 除 方 向 に 操 作 す る こ と で 、 バ ネ ２ ７ を 取 り 付 け た 場 合 で あ っ て も 、 バ ネ
２ ７ の 付 勢 に 打 ち 勝 っ て 双 方 の カ ム ２ ５ ， ２ ５ を ソ ケ ッ ト １ ３ 下 端 部 か ら 簡 単 に 取 り 外 す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 変 形 例 〕
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 １ ～ ４ で は 、 ソ ケ ッ ト １ ３ ま た は 差 込 み 突 子 １ ８ を 支 柱 管 の 外 面 に
９ ０ 度 の 間 隔 で ４ つ 設 け た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 足 場 骨 組 み の
構 成 部 位 に 応 じ て 、 例 え ば 、 対 称 の 位 置 に ２ つ だ け 設 け た も の と し て も よ い し 、 ９ ０ 度 の
位 置 に ２ つ だ け 設 け た も の と し て も よ い し 、 ９ ０ 度 の 間 隔 で ３ つ 設 け た も の と し て も よ い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） は 支 柱 管 、 （ ｂ ） は 横 管
、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 連 結 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） は 支 柱 管 、 （ ｂ ） は 横 管
、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 連 結 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 ３ に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） は 支 柱 管 、 （ ｂ ） は 横 管
、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 連 結 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 ４ に 係 る 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） は 支 柱 管 、 （ ｂ ） は 横 管
、 （ ｃ ） は 支 柱 管 と 横 管 と の 連 結 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 足 場 骨 組 み の 継 手 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ １ … 支 柱 管
１ ２ … 支 柱 管 本 体
１ ３ … ソ ケ ッ ト
１ ８ … 差 込 み 突 子
２ １ … 横 管
２ ２ … 横 管 本 体
　 ２ ２ ａ … 端 面
２ ３ … 楔 部
２ ４ … 手 動 ハ ン ド ル
　 ２ ４ ａ … 先 端 部
２ ５ … カ ム
２ ６ … 鉤 部
２ ７ … バ ネ
２ ８ … 受 け 孔
２ ９ … 取 っ 手
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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